
関係各位 

公益財団法人日本医療機能評価機構 

教育研修事業部 

 

2024 年度 JQ 医療安全管理者養成研修 開催のご案内 
 

拝啓 日頃より、当機構事業にご協力いただき、誠にありがとうございます。さて、評価機構で

は昨年度に引き続き、医療安全管理業務を通じて医療の質と安全の推進に貢献できる人材

を養成するため JQ 医療安全管理者養成研修を開催いたします。 

当研修は、医療安全管理業務を通じて医療の質と安全の推進に貢献できる人材の養成を

目的とした、e-learning を主体の研修であり、例年、忙しい医療者の皆様からも好評をいた

だいております。 

裏面や、関連のＷｅｂサイトもあわせてご覧いただき、関係部署や関係職員の皆様にご紹

介・ご周知いただければ幸いです。職種を問わず、多くの方のご受講をお待ちしています。 

敬具  
記 

１） 本研修の対象と提供内容 
 

対象 提供内容 備考 

個人受講 

（JQ 主催） 

受講したい個人 ❶ e-learning 

❷ 参加型研修 

・申込方法、開催日程等、詳細につい

ては裏面/Web サイトをご覧ください。 

 

２）受講費用 

認定病院・受審申込済みの病院にご所属の方 66,000 円（税込み） 

上記以外にご所属の方 99,000 円(税込み) 

 

３）備考 

〇 本研修は、厚生労働省が認める医療安全対策加算に係る適切な研修に該当いたします。 

〇 開催予定は裏面(詳細)に記載しております。下記 Web サイトからも本研修に関する最

新情報をご覧いただけます。 

https://jq-edu.jcqhc.or.jp/program/anzenkenshu/ 

 

※ １団体で年間 30 名以上の受講をご検討の場合は「団体連携」という方法により e-learning のみ（修了証

は各団体にて発行）をご提供することも可能です。詳細はお問い合わせください。 

以上 

【お問い合わせ】 

公益財団法人日本医療機能評価機構 教育研修事業部 川崎・岡本 

TEL：03-5217-2373（直通） E-mail： anzenkenshu@jcqhc.or.jp  

https://jq-edu.jcqhc.or.jp/program/anzenkenshu/


❶ e-learning

39科目 約35時間
（他、理解度確認テストがあります）

個人受講

※ １団体で年間30名以上の受講をご検討の場合は「団体連携」という方法により
e-learningのみをご提供することも可能です。詳細はお問い合わせください。

JQ医療安全管理者養成研修

❷ 参加型研修
(ZOOM利用)

約6時間

費用
認定病院・受審申込済みの病院にご所属の方 66,000円（税込）
上記以外にご所属の方 99,000円(税込)

❶ e-learning
受講可能期間

❷ 参加型研修 開催日時 【予定】
(Zoom利用、定員 各日程65名程度)

申込期間
(但し定員に達し次第終了)

上期
4月～7月

（予定）

日程1： 5/29(水) 9：30-16：30
日程2： 6/24(月)・6/26(水) 13：30-16：30 ※1

日程3： 7/8(月) 9：30-16：30

3/5（火）14時
～3/31 (先着順)

下期
10月～1月

（予定）

日程4： 11/7（木） 9：30-16：30
日程5： 12/16(月)・12/18(水) 13：30-16：30 ※1

日程6： 1/22(水) 9：30-16：30

6/3（月）14時
～6/30 (先着順)

特長

２０２4年度 開催予定

➀ e-learningを中心としたカリキュラム
・場所や時間の制約が最小限ですみます。多忙な医療者でも無理なく受講できます。

② 多職種連携による医療安全の実現をめざします
・組織の取り組みとして医療安全を考え、実践する土台を身に付けます。

③ 質の高い、標準化された講義を届けます
・医療安全の過去・現在・未来だけではなく、異分野の最新の知見に至るまで、
クオリティの高い講義を受講期間中、何度も視聴できます。

④ 修了者が学びを続ける場を提供します
👉👉 修了者を対象として企画された継続研修やイベントへの招待・優待
👉👉 認定病院患者安全推進協議会（PSP）からの情報配信
👉👉 そのほか、医療安全管理業務に役立てていただける情報の随時配信

～ Webで完結します ～
■ 当研修は、医療安全管理業務を通じて医療の質と安全
の推進に貢献できる人材の養成を目的とした、e-learning
主体の研修です。
■ 医療安全を初めて学ぶ方、忙しい医療者の皆様に最適
です。 多くの方のご受講をお待ちしています。
■ 本研修は、厚生労働省が認める医療安全対策加算に係
る適切な研修に該当いたします。

詳細・お申し込みはWebから
https://jq-edu.jcqhc.or.jp/program/anzenkenshu/

【お問い合わせ】 （公財）日本医療機能評価機構 教育研修事業部 ［川崎・岡本］ TEL：03-5217-2373

2024.03.01

・ ❶e-learningの受講可能期間を上期と下期に分けて先着順で募集します。定員に達し次第終了します。
お申し込み時に、❷参加型研修開催日のうち1日程を選んでお申し込みください(変更不可)。

・ お申し込み前に、上記Webページより、e-learningの視聴環境と、参加型研修の受講環境をご確認ください。

※１ ❷参加型研修の日程2と日程5は、午後半日ずつ2日間に分けて開催します。両日の参加が必要です。

本状記載の内容は予告なく変更の可能性がございます。お申込み前に必ずホームページにて最新情報をご確認ください
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